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導入編 1. はじめに 

 

  導入編では、LAN 経由でポケットロジアナの操作を行う方法を解説します。応用編で、

インターネット経由のリモートコントロールの方法を解説します。LAN 経由の方が簡単です

ので、まず、導入編の方法で動作確認を行うことをお勧めします。 

 

 

導入編 2. システム構成 

 

 下図のように、ブロードバンドルーターに 2 台のパソコンを接続します。ポケットロジアナ

を接続したパソコンがサーバーで、操作される側です。リモート側には、ポケットロジアナ

を接続しません。 

サーバー側の OS は、セキュリティの面を考えて、Windows2000 SP3 や WindowsXP を

お勧めします。WindowsUpdate をかけて、最新の状態にしておくと良いでしょう。サーバー

側、リモート側ともに、セキュリティソフト（ウィルスバスター2003 など）をインストールして、

パーソナルファイアウォールを有効にすることをお勧めします。 

 

Windows98
以降
＋

ポケットロジアナ
ソフト

Logiana.exe

Windows2000　SP3
WindowsXP

＋
ポケットロジアナ
サーバーソフト
PlogiServer.exe

サーバー
（操作される側）

リモート
（操作する側）

ポケット
ロジアナ

USB

ブロードバンドルーター

PC PC

 
【1-2-1】 
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導入編 3. ソフトウェアのインストール 

 

リモート側は、USB 接続でポケットロジアナを使うときと同じように、CD-ROM からポケッ

トロジアナソフトをインストールします。詳しくは、ポケットロジアナマニュアルの導入編をご

覧ください。 

リモート側で、ソフトのインストールを行った後、C:\ProgramFiles\PocketLogiana 

\PlogiServer\PlogiServer.exe がインストールされています。PlogiServer.exe をサーバー側

のハードディスクにコピーします。ここでは、C:\PlogiServer フォルダにコピーしたものとし

ます。 

 

 

導入編 4. サーバー側のネットワークの設定 

 

 通常、ルーターに接続したパソコンには、電源投入時、自動的に IP アドレスが割り当て

られます。サーバー側のパソコンでは、この IP アドレスが固定されている必要があります。 

 

 スタートメニューのコントロールパネルを選び、ネットワーク接続をダブルクリックし、ロー

カルエリア接続を右クリックし、プロパティを選びます。インターネットプロトコルを選び、プ

ロパティボタンを押します。 

 

 【1-4-1】 
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次の IP アドレスを使うにチェックし、下図のように IP アドレスを入力します。 

 

  【1-4-2】 

 

ルーターには、下図のように自動的に割り当てる IP アドレスの設定があります。下図は、

メ ル コ の BLR2-TX4 の 設 定 画 面 で す 。 192.168.0.2 か ら 16 台 （ 192.168.0.2 ～

192.168.0.17）を割り当てています。これ以外のアドレスを選ぶ必要があります。今回は 86

を選んでいます（最初の*.*.*は共通）。また、デフォルトゲートウェイには、下図の LAN 側

IP アドレスを入力します。 

 

 
【1-4-3】 
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IP アドレスの設定後、パソコンを再起動します。 

 

 

導入編 5. サーバー側のファイアウォールの設定 

 

 セキュリティのため、パーソナルファイアウォールを有効にすることをお勧めしますが、デ

フォルトの状態では、ポケットロジアナサーバーにアクセスすることができません。 

サーバー側のファイアウォールを下図のように設定します。リモート側は、セキュリティソ

フトをインストールした時の状態のままで、変更の必要はありません。パーソナルファイア

ウォールが有効になっていることだけは確認してください。 

 

 除外リスト設定で追加を選びます。 

 

【1-5-1】 
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 下図のように入力して、OK を押します。55000 はリモートロジアナで使用するポート番号

です。 

 【1-5-2】 
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導入編 6. LAN 経由でポケットロジアナの操作を行う 

 

6.1 ポケットロジアナサーバーの起動 

 サーバー側のパソコンにポケットロジアナを接続します。C:\PlogiServe\PlogiServer.exe

をダブルクリックして、起動します。 

 

 【1-6-1】 

 

 メニューの［設定｜セキュリティ］を選択し、任意のユーザーID とパスワードを入力します。

半角英数字で 31 文字以内です。32 文字目以降は無視されます。 

 

 【1-6-2】 
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6.2 リモート側の操作 

 USB 接続のときと同じように、スタートメニューからポケットロジアナを選び、ソフトを立ち

上げます。リモート側のパソコンには、ポケットロジアナを接続していませんから、下図のメ

ッセージがでます。 

 

 【1-6-3】 

 

メニューの［設定｜インターフェース］を選択し、インターフェースをリモートに切り替え、ユ

ーザーID とパスワードを入力します。半角英数字で 31 文字以内です。32 文字目以降は

無視されます。OK を押します。 

 

 【1-6-4】 
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 「192.168.0.86 に接続しました。」というメッセージが出て、ロジックアナライザ回路のダウンロードが

始まります。「ハードウェアは正常です。」と言うメッセージが出て、ポケットロジアナが使用可能にな

ります。USB 接続のときと同じように使用することができます。 

 

 【1-6-5】 

 

 

     これで LAN 経由での動作確認は終了です。インターネット経由での測定は、「応

用編」をご覧ください。 
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応用編 1. はじめに 

 

応用編では、インターネット経由のリモートコントロール方法を解説します。ポケットロジ

アナサーバーを ADSL 経由でインターネットに接続する方法です。弊社では、NTT 西日

本の ADSL 1.5M を利用しています。この場合、上り方向の回線スピードは、最大 500Kbps

です。 

リモート側はインターネットに接続できるパソコンであれば、方法は問いません。ただし、

回線スピードがあまり遅いと、反応が遅くなりますので、128Kbps 以上をお勧めします。 
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応用編 2. ADSL 経由でインターネットに接続する 

 

2.1 システム構成 

 下図のように、サーバー側を ADSL 経由でインターネットに接続します。ポケットロジアナ

を接続したパソコンがサーバーで、操作される側です。リモート側には、ポケットロジアナ

を接続しません。 

セキュリティの面を考えて、ADSL モデムの下にブロードバンドルーターを置き、ブロー

ドバンドルーターにパソコンを接続してください。パソコンを ADSL モデムに直結すること

は避けてください。 

サーバー側の OS は、セキュリティの面を考えて、Windows2000 SP3 や WindowsXP を

お勧めします。WindowsUpdate をかけて、最新の状態にしておくと良いでしょう。サーバー

側、リモート側ともに、セキュリティソフト（ウィルスバスター2003 など）をインストールして、

パーソナルファイアウォールを有効にすることをお勧めします。 

 

PC

ホスト
（操作される側）

リモート
（操作する側）

ポケット
ロジアナ

USB

ADSLモデム

ブロードバンド
ルーター

PC

Windows98
以降
＋

ポケットロジアナ
ソフト

Logiana.exe

Windows2000　SP3
WindowsXP

＋
ポケットロジアナ
サーバーソフト
PlogiServer.exe

インターネット

【2-1-1】 

 

2.2 各種設定 

 導入編３「ソフトウェアのインストール」、導入編４「サーバー側のネットワー

クの設定」，導入編５「サーバー側のファイアウォールの設定」を行います。 
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2.3 ブロードバンドルーターの設定 

弊社で使用しているメルコのBLR2-TX4の場合を説明します。メーカーによって設定方

法が異なります。各メーカーのマニュアルを参考にしてください。 

 

ブラウザのアドレス欄に http://192.168.0.1/ と入力し、下図の設定初期画面を出しま

す。詳細設定ボタンを押し、ユーザー名に root と入力し OK ボタンを押します。 

 

 【2-3-1】 

 

PPPoE 設定で、接続方法を常時接続にします。下図では、ユーザ-名とサービス名は

消してあります。 

 

 
【2-3-2】 
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アドレス変換設定で、アドレス変換を使用するにチェックします。 

 

 
【2-3-3】 

 

 アドレス変換設定で、プロトコルの「全て」にチェックし、LAN 側 IP アドレスの手動設定に

192.168.0.86 と入れ、「アドレス変換テーブルに追加」ボタンを押します。 

 

 【2-3-4】 
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 「戻る」で設定画面に戻り、一番下に下図のアドレス変換テーブルが追加されていること

を確認します。 

 

 

【2-3-5】 

 

 上記のアドレス変換の設定は、「静的 IP マスカレード」や「DMZ 機能」と呼ばれることもあ

ります。こういった方法で設定する場合の解説は、今後追加して行く予定です。 

 

左側項目の「TOP へ戻る」で設定初期画面に戻り、接続ボタンを押します。「戻る」で設

定初期画面に戻り、下図のように通信中になれば正常です。 

 

 【2-3-6】 

 

 「簡易設定」ボタンを押します。WAN 側 IP アドレスを手元の紙にメモします。下図では

219.98.186.50 です。WAN 側 IP アドレスが 127.1.1.1 や 0.0.0.0 の場合は、うまく接続で

きていませんので、パソコンを再起動し、通信中でなければ、接続ボタンを押します。 

 

 【2-3-7】 
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2.4 サーバー側の操作 

導入編 6.1 「ポケットロジアナサーバーの起動」を行います。 

 
2.5 リモート側の操作 

USB 接続のときと同じように、スタートメニューからポケットロジアナを選び、ソフトを立ち

上げます。リモート側のパソコンには、ポケットロジアナを接続していませんから、下図のメ

ッセージがでます。 

 

 【2-5-1】 

 

メニューの［設定｜インターフェース］を選択し、インターフェースをリモートに切り替え、

先ほどメモした WAN 側 IP アドレスをサーバーIP アドレス欄に記入します。ユーザーID と

パスワードを入力します。半角英数字で 31 文字以内です。32 文字目以降は無視されま

す。OK を押します。 

LAN 経由での接続の場合は、プライベートアドレス（192.168.0.86）をサーバーアドレス

欄に記入しますが、インターネット経由での接続では、グローバル IP アドレスを入力しま

す。 
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 【2-5-2】 

 

 「*.*.*.* に接続しました。」というメッセージが出て、ロジックアナライザ回路のダウンロー

ドが始まります。「ハードウェアは正常です。」と言うメッセージが出て、ポケットロジアナが

使用可能になります。USB 接続のときと同じように利用することができます。 

 

 【2-5-3】 

 
インターネット経由での接続では、各種操作をしたときの反応にタイムラグがあります。

ブラウザでホームページにアクセスし、操作した時のイメージです。USB 経由で操作して

いるときの感覚で、ボタンを次から次へと押すと、動作がおかしくなります。動作終了を待

って、次の操作を行いましょう。 
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応用編 3. ドメイン名で接続する 

 

ADSL では、モデム電源の再投入のたびに WAN 側 IP アドレスが変わります。また、エ

ラーなどで接続が切れて、自動的に再接続した場合も WAN 側 IP アドレスが変化します。

このような場合に対処できるように、ドメイン名で接続できるようにします。 
 
3.1 ドメイン名の取得 

下記ホームページで無料登録の希望ドメイン名を入力し、無料登録ボタンを押します。 
http://ddo.jp/ 

 【3-1-1】 

 
下記の***の部分に入力し、登録ボタンを押します。 
 

 
【3-1-2】 
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3.2 IP アドレスアップデータの導入 

下記ホームページから DiCE for Windows をダウンロードして、インストールします。 

http://www.hi-ho.ne.jp/yoshihiro_e/dice/ 

 

DiCE for Windows を起動します。 

 【3-2-1】 

 

メニューの［イベント｜追加］を選択し、下記のように入力します。ホスト名とパスワードは、

Dynamic DO!.jp で登録した値を入力します。保存ボタンを押します。これで IP アドレスを

自動的に更新します。 

 

 【3-2-2】 
 
3.3 サーバー側の操作 

導入編 6.1 「ポケットロジアナサーバーの起動」を行います。 
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3.4 リモート側の操作 

応用編 3.1 「リモート側の操作」と同じように接続しますが、下記ダイアログではサーバ

ードメイン名の欄に Dynamic DO!.jp で登録した名前を入力します。ドメイン名と IP アドレス

の両方を入力した場合、ドメイン名を優先します。 

 

 【3-4-1】 
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